
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

   

日
本
へ
の
食
糧
輸
入
に
伴
っ
て
生
じ
る
輸
出
国

の
水
使
用
量
が
、
１
年
間
の
合
計
で
約
４
２
・
７

立
方
キ
ロ
・
メ
ー
ト
ル
（
４
２
７
億
ト
ン
）
に
及

ぶ
こ
と
が
、
東
京
大
生
産
技
術
研
究
所
の
沖
大
幹

教
授
ら
の
研
究
グ
ル
ー
プ
の
推
計
で
わ
か
っ
た
。 

  

こ
れ
は
国
内
の
食
糧
生
産
に
使
う
年
間
農
業
用

水
量
（
約
５
５
立
方
キ
ロ
・
メ
ー
ト
ル
）
の
８
割 

    

今
年
は
各
国
が
サ
ン
ゴ
礁
保
護
な
ど
に
協
力
し

て
取
り
組
む
「
国
際
サ
ン
ゴ
礁
年
」
。
企
業
や
非
政

府
組
織
（
Ｎ
Ｇ
Ｏ
）
な
ど
で
作
る
推
進
委
員
会
と

環
境
省
は
２
日
、
サ
ン
ゴ
礁
の
保
全
活
動
を
Ｐ
Ｒ

す
る
イ
メ
ー
ジ
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
を
「
礁
太
（
し
ょ

う
た
）
」
と
命
名
し
た
と
発
表
し
た
。 

  
名
前
は
昨
年
１
２
月
か
ら
今
年
１
月
ま
で
公
募
。

１
５
２
４
件
の
中
か
ら
福
島
県
の
木
幡
恭
一
さ
ん

（
７
６
）
ら
の
作
品
が
採
用
さ
れ
た
。 

  

礁
太
の
友
だ
ち
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
と
し
て
、
ウ
ニ

の
「
ウ
ニ
ボ
ー
」
、
ア
カ
ホ
シ
サ
ン
ゴ
ガ
ニ
の
「
カ

ニ
リ
ン
」
な
ど
、
サ
ン
ゴ
礁
の
海
や
周
辺
に
暮
ら

す
生
き
物
を
素
材
に
し
た
６
点
も
決
定
。 

 

今
後
、
礁
太
と
と
も
に
サ
ン
ゴ
礁
の
価
値
や
、

直
面
し
て
い
る
危
機
に
つ
い
て
広
く
知
っ
て
も
ら

う
よ
う
普
及
啓
発
活
動
を
進
め
る
。 

【
平
成
２
０
年
３
月
２
日 

共
同
通
信
社
】 

 

   

サ
ン
ゴ
礁
保
全
の
た
め
の
国
際
的
枠
組
み
「
国

際
サ
ン
ゴ
礁
イ
ニ
シ
ア
テ
ィ
ブ
（
Ｉ
Ｃ
Ｒ
Ｉ
）
」
は

今
年
を
「
国
際
サ
ン
ゴ
礁
年
」
と
し
て
、
サ
ン
ゴ

礁
の
維
持
と
保
全
活
動
を
展
開
し
て
い
ま
す
。 

日
本
で
も
さ
ま
ざ
ま
な
活
動
が
お
こ
な
わ
れ
て

い
ま
す
が
、
も
っ
と
多
く
の
人
に
知
っ
て
も
ら
う

た
め
の
「
応
援
団
」
と
し
て
、
イ
メ
ー
ジ
キ
ャ
ラ

ク
タ
ー
と
友
達
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
が
決
定
し
ま
し
た
。

さわやかさわやかシミ・ジャー通信 

2008,04,01   通巻３２号 

４月号
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〒340-0806 
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ＴＥＬ048-997-5111 

ＦＡＸ048-997-5112 
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国国
際際
ササ
ンン
ゴゴ
礁礁
年年
２２
００
００
８８  

イイ
メメ
ーー
ジジ
キキ
ャャ
ララ
クク
タタ
ーー
決決
定定
！！  

キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
名
は
「
礁

し
ょ
う

太 た

」 

国
際
サ
ン
ゴ
礁
年 

国際サンゴ礁年２００８ イメージキャラクター＆友達キャラクター 

オニーデ 

カッチ チュウ ソウ

ジャングラス カニリン 

礁太（しょうた） 

ウニボー たいようくん 

日
本
の
輸
入
食
糧 

海
外
産 

の
水
４
２
７
億
ト
ン
で
生
産  

に
相
当
す
る
。
使
用
量
の
１
割
近
く
は
、
輸
出
国

で
枯
渇
が
懸
念
さ
れ
る
地
下
水
と
見
ら
れ
、
将
来

的
に
日
本
の
食
糧
確
保
に
大
き
な
影
響
を
及
ぼ
す

可
能
性
が
浮
き
彫
り
に
な
っ
た
。 

  

沖
教
授
ら
は
こ
れ
ま
で
輸
入
さ
れ
る
食
糧
の
生

産
に
必
要
な
水
の
量
「
バ
ー
チ
ャ
ル
・
ウ
オ
ー
タ

ー
」（
仮
想
水
）
を
年
間
約
６
２
・
７
立
方
キ
ロ
・

メ
ー
ト
ル
と
推
定
し
た
が
、
日
本
で
生
産
し
た
場

合
の
数
値
を
用
い
て
計
算
し
た
た
め
、
必
ず
し
も

輸
出
国
の
実
態
が
反
映
さ
れ
て
い
な
か
っ
た
。 

  

今
回
、
研
究
グ
ル
ー
プ
は
、
輸
出
国
の
食
糧
生

産
実
態
に
即
し
、
河
川
か
ら
の
取
水
、
貯
水
池
の

操
作
に
よ
る
引
き
水
の
量
な
ど
を
細
か
く
計
算
。

日
本
に
輸
入
さ
れ
る
主
要
な
小
麦
や
ト
ウ
モ
ロ
コ

シ
な
ど
の
穀
物
類
、
牛
肉
や
豚
肉
な
ど
の
畜
産
物

類
計
８
種
の
生
産
に
使
わ
れ
る
水
の
量
を
「
ウ
オ

ー
タ
ー
・
フ
ッ
ト
プ
リ
ン
ト
」
と
し
て
求
め
直
し

た
。 

  

そ
の
結
果
、
総
量
は
約
４
２
・
７
立
方
キ
ロ
・

メ
ー
ト
ル
。
そ
の
供
給
源
を
見
る
と
、
全
体
の
約

８
３
％
（
約
３
５
・
４
立
方
キ
ロ
・
メ
ー
ト
ル
）

を
降
水
が
占
め
る
。
残
り
は
引
き
水
で
、
枯
渇
が

予
想
さ
れ
る
地
下
水
は
、
全
体
の
約
６
・
８
％
（
約

２
・
９
立
方
キ
ロ
・
メ
ー
ト
ル
）
に
達
し
て
い
た
。

特
に
最
大
の
輸
入
相
手
国
で
あ
る
米
国
で
、
地
下

水
の
依
存
度
が
高
い
こ
と
も
わ
か
っ
た
。 

  

沖
教
授
は
「
有
限
な
地
下
水
が
か
な
り
の
割
合

で
使
わ
れ
て
お
り
、
こ
れ
が
枯
れ
て
し
ま
う
と
価

格
高
騰
な
ど
に
つ
な
が
る
恐
れ
が
あ
る
。
世
界
の

水
問
題
が
、
日
本
で
も
密
接
に
か
か
わ
っ
て
い
る

こ
と
が
改
め
て
裏
付
け
ら
れ
た
」
と
し
て
い
る
。 

【
平
成
２
０
年
３
月
１
日 

読
売
新
聞
】 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

低電圧電流を使用した、ユニークなサンゴ再生方法 
 

サ
ン
ゴ
礁
の
再
生
は
国
際
的
な
課
題
に
な
っ
て
い
ま

す
。
今
回
は
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
の
バ
リ
島
で
お
こ
な
わ
れ

て
い
る
ユ
ニ
ー
ク
な
方
法
を
紹
介
し
ま
す
。 

 
【
バ
リ
島
北
部
、
プ
ム
ト
ゥ
ラ
ン
発
】 

夕
暮
れ
の
太
陽
が
、
ビ
ー
チ
を
心
地
よ
い
暖
か
さ
で

満
た
し
、
静
か
な
波
は
浜
辺
に
そ
っ
と
打
ち
寄
せ
る
。

そ
ん
な
海
辺
を
散
歩
し
て
い
る
と
、
細
か
な
黒
い
砂
に

埋
も
れ
た
、
白
い
ケ
ー
ブ
ル
の
束
に
つ
ま
ず
く
。 

 

ケ
ー
ブ
ル
は
海
中
へ
と
の
び
て
、
や
が
て
見
え
な
く

な
る
。
そ
の
先
の
海
上
に
は
、
青
い
大
き
な
プ
ラ
ス
チ

ッ
ク
製
の
ボ
ー
ル
が
波
間
に
揺
れ
て
い
る
。 

 

バ
リ
島
北
西
部
の
海
岸
で
見
ら
れ
る
ケ
ー
ブ
ル
の
太

い
束
は
、
海
中
で
お
こ
な
わ
れ
て
い
る
独
創
的
な
実
験

の
一
部
だ
。
そ
れ
は
、
低
電
圧
電
流
を
用
い
て
、
破
壊

が
進
ん
だ
サ
ン
ゴ
礁
の
再
生
を
促
そ
う
と
い
う
の
だ
。

 

サ
ン
ゴ
の
専
門
家
で
あ
る
米
国
の
ト
ム
・
ゴ
ロ
ー
氏

と
、
ド
イ
ツ
の
建
築
学
者
、
ボ
ル
フ
・
ヒ
ル
ベ
ル
ツ
氏

が
考
案
し
た
こ
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
は
、
サ
ン
ゴ
礁
の
再

生
に
目
覚
し
い
成
果
を
あ
げ
て
い
る
。 

  

全
長
約
３
０
０
メ
ー
ト
ル
に
わ
た
っ
て
展
開
さ
れ
て

い
る
、
こ
の
『
カ
ラ
ン
・
レ
ス
タ
リ
・
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
』

（
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
語
で
「
サ
ン
ゴ
保
護
」
の
意
味
）
は
、

こ
の
技
術
を
使
っ
た
サ
ン
ゴ
育
成
場
と
し
て
は
、
世
界

最
大
の
も
の
だ
。 

  
「
ほ
ん
の
短
い
期
間
で
、
サ
ン
ゴ
に
は
っ
き
り
と
違

い
が
出
て
く
る
」
と
、
リ
ー
フ
・
シ
ー
ン
・
ア
ク
ア
テ

ィ
ク
ス
・
ダ
イ
ブ
・
セ
ン
タ
ー
の
ク
リ
ス
・
ブ
ラ
ウ
ン

氏
は
話
す
。
同
セ
ン
タ
ー
は
、
地
元
の
ホ
テ
ル
や
商
店

と
共
同
で
、
こ
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
資
金
を
提
供
し
て

い
る
。 

 

イ
ン
ド
ネ
シ
ア
に
は
、
世
界
中
で
確
認
さ
れ
て
い
る

７
９
３
種
の
造
礁
サ
ン
ゴ
の
う
ち
、
５
８
１
種
が
生
息

し
て
、
そ
の
大
部
分
が
プ
ム
ト
ゥ
ラ
ン
湾
に
集
中
し
て

い
る
。 

 
 

こ
の
地
域
は
長
年
、
ス
キ
ュ
ー
バ
ダ
イ
バ
ー
た
ち
に

も
人
気
の
ス
ポ
ッ
ト
と
な
っ
て
き
た
が
、
サ
ン
ゴ
が
死

滅
す
る
よ
う
な
こ
と
に
な
れ
ば
、
地
元
の
観
光
業
に
も

影
響
が
及
ぶ
こ
と
に
な
る
。 

海
面
下
約
３
メ
ー
ト
ル
か
ら
６
メ
ー
ト
ル
の
砂
地
の

海
底
に
は
、
建
設
用
鉄
筋
を
格
子
状
に
溶
接
し
た
、
大

き
な
か
ご
の
よ
う
な
構
造
物
が
数
多
く
置
か
れ
て
い
る
。 

 

上
か
ら
見
る
と
、
水
面
下
に
、
ジ
ャ
ン
グ
ル
ジ
ム
や

う
ん
て
い
、
す
り
鉢
型
を
し
た
回
転
遊
具
な
ど
、
ま
る

で
子
ど
も
た
ち
の
遊
び
場
の
よ
う
だ
。 

 

電
流
を
流
す
ワ
イ
ヤ
ー
は
鉄
筋
に
し
っ
か
り
と
張
り 

め
ぐ
ら
さ
れ
、
陸
上
の
電
源
設
備
に
つ
な
が
っ
て
い
る
。 

ブ
ラ
ウ
ン
氏
の
見
積
も
り
に
よ
る
と
、
週
あ
た
り
の
電

力
使
用
量
は
、
６
０
ワ
ッ
ト
電
球
１
個
を
１
ヵ
月
間
点

灯
し
た
場
合
と
ほ
ぼ
同
じ
だ
と
い
う
。 

 

ブ
ラ
ウ
ン
氏
は
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
出
身
で
、
タ
マ
ン
・

サ
リ
・
バ
リ
・
コ
テ
ー
ジ
の
経
営
者
で
も
あ
り
、
こ
の 

プムトゥラン 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

無味無臭ですから、すべての食品に使えます。 
 

未焼成サンゴをパウダー状に 

して、使いやすくしました。 

調味料などの空き瓶に入れて 

ご使用ください。 

 

ご飯や味噌汁、鍋物、煮物、 

パン、ケーキ、飲み物など 

どんなお料理にも手軽に使え 

ます。 ビールは泡立つので 

ダメですがそれ以外のお酒に 

入れるとカルシウムの補給も 

できて、悪酔い防止にもなるようです。 

リン酸塩が入っているインスタント食品には、是非ご使用ください。 

お料理にもお飲み物にも手軽に使える 

カルシウム補給に カルかる・パウダー 

■内容 サンゴパウダー・ビタミンＣ（50ｇ×2袋入り） 

■成分 カルシウム35％ マグネシウム2.69％ ナトリウム0.29％ 
鉄 0.046％ カリウム0.0056％ ビタミンＣ1％ 

定価 ２，３１０円（税込み）

使用しているサンゴは環境破壊とは無縁の風化造礁サンゴです。

よみがえれ サンゴ礁！ バリ島でおこなわれている 

ＣＯＲＡＬ／ＮＥＷＳ  

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
開
始
時
に
１
万
５
０
０
０
ド
ル
の
資
金

を
提
供
し
て
い
る
。 

 

同
氏
に
よ
る
と
、
電
流
を
流
し
は
じ
め
て
か
ら
数
日

で
、
鉄
筋
の
周
り
に
白
い
石
灰
岩
の
膜
が
で
き
て
い
く

と
い
う
。
こ
の
膜
が
サ
ン
ゴ
の
成
長
に
必
要
な
培
地
に

な
る
。 

  

そ
の
後
、
こ
の
格
子
状
構
造
物
に
生
き
た
サ
ン
ゴ
の

小
片
を
植
え
つ
け
る
と
、
通
常
の
５
倍
か
ら
１
０
倍
の

速
さ
で
成
長
し
始
め
、
色
も
鮮
や
か
に
な
り
暑
い
気
候

や
汚
染
に
対
す
る
回
復
力
も
増
す
。 

 

サ
ン
ゴ
は
、
鉄
筋
に
直
接
植
え
付
け
ら
れ
た
り
、
ワ

イ
ヤ
ー
で
固
定
さ
れ
た
り
、
特
別
に
作
ら
れ
た
隙
間
に

埋
め
込
ま
れ
る
。
ま
た
、
ソ
フ
ト
コ
ー
ラ
ル
類
や
海
綿

動
物
、
イ
ソ
ギ
ン
チ
ャ
ク
な
ど
も
移
植
さ
れ
た
。 

 

す
る
と
１
ヵ
月
も
し
な
い
う
ち
に
、
鮮
や
か
な
色
を

帯
び
、
約
１
セ
ン
チ
ま
で
成
長
し
た
サ
ン
ゴ
の
姿
が
確

認
さ
れ
た
。
電
流
が
う
ま
く
流
れ
な
か
っ
た
格
子
で
は

生
育
が
鈍
く
、
色
も
さ
え
な
か
っ
た
。 

  

再
生
し
た
サ
ン
ゴ
礁
の
周
辺
に
は
、
イ
カ
、
ウ
ニ
、

ヒ
ト
デ
が
集
ま
っ
て
き
た
。
ま
た
、
ツ
バ
メ
ウ
オ
、
ス

ズ
メ
ダ
イ
、
掃
除
魚
と
呼
ば
れ
る
ベ
ラ
類
の
ほ
か
、
た

く
さ
ん
の
フ
エ
ダ
イ
も
群
が
っ
て
き
た
。 

 

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
が
始
ま
っ
た
当
初
、
こ
こ
の
サ
ン
ゴ

礁
は
「
完
全
に
不
毛
の
地
」
だ
っ
た
と
い
う
。
１
９
９

０
年
代
初
め
の
エ
ル
ニ
ー
ニ
ョ
現
象
に
よ
っ
て
、
サ
ン

ゴ
礁
は
色
あ
せ
、
浅
瀬
の
サ
ン
ゴ
の
大
半
が
死
滅
し
て

い
た
。 

 

ま
た
、
１
９
９
０
年
代
半
ば
に
は
、
サ
ン
ゴ
を
食
べ

る
オ
ニ
ヒ
ト
デ
が
大
量
発
生
し
、
絶
滅
寸
前
ま
で
い
っ

た
。
こ
の
と
き
は
ダ
イ
バ
ー
た
ち
の
協
力
で
、
オ
ニ
ヒ

ト
デ
の
ほ
と
ん
ど
を
海
か
ら
取
り
除
い
た
と
い
う
。 

 

さ
ら
に
、
１
９
９
８
年
の
ア
ジ
ア
経
済
危
機
で
、
経

済
的
に
苦
し
く
な
っ
た
漁
民
が
、
爆
発
物
な
ど
を
使
う

破
壊
的
漁
業
を
行
な
っ
た
結
果
、
サ
ン
ゴ
礁
に
い
っ
そ

う
の
ダ
メ
ー
ジ
が
加
わ
っ
た
。 

 

こ
こ
で
は
、
長
期
的
に
サ
ン
ゴ
に
も
っ
と
も
悪
い
影

響
を
及
ぼ
す
の
は
、
爆
発
物
を
使
う
漁
業
だ
と
い
う
こ

と
を
、
地
元
の
人
々
に
説
明
し
て
き
た
。 

 

や
が
て
プ
ム
ト
ゥ
ラ
ン
の
漁
民
た
ち
は
、
海
へ
行
っ

て
爆
発
物
の
ス
イ
ッ
チ
を
切
る
よ
う
に
な
っ
た
。 

 

 

海
の
保
護
が
将
来
に
つ
な
が
る
と
い
う
こ
と
を
納
得

し
て
も
ら
う
た
め
に
は
、
啓
蒙
・
対
話
・
実
践
が
必
要

だ
っ
た
の
だ
。 

  

協
力
し
て
い
る
人
た
ち
は
、
こ
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
が

単
な
る
生
態
系
の
復
元
に
と
ど
ま
ら
ず
、
急
速
に
消
滅

し
て
い
る
サ
ン
ゴ
と
サ
ン
ゴ
礁
で
繁
殖
す
る
魚
の
保
護

に
役
立
つ
投
資
だ
と
考
え
て
い
る 

  

ブ
ラ
ウ
ン
氏
は
、
サ
ン
ゴ
礁
を
再
生
・
増
殖
さ
せ
る

方
法
に
は
、
も
っ
と
費
用
の
か
か
る
も
の
も
あ
る
が
、

資
金
が
出
せ
な
い
国
々
に
、
こ
の
手
法
を
広
め
た
い
と

考
え
て
い
る
。 

 

そ
し
て
「
電
気
が
、
サ
ン
ゴ
を
強
く
し
、
周
辺
の
サ

ン
ゴ
の
状
態
に
も
良
い
影
響
を
及
ぼ
す
こ
と
が
わ
か
っ

た
。
こ
の
方
法
は
、
今
で
も
状
態
の
よ
い
サ
ン
ゴ
を
い

っ
そ
う
良
い
も
の
に
も
で
き
る
手
段
な
の
だ
」
と
語
っ

て
い
る
。 

 参
考
文
献
【
タ
マ
ン 

サ
リ 

バ
リ 

コ
テ
ー
ジ 

資
料
】 



  

 

岩
手
県
は
１
４
日
、
効
能
を
偽
っ
て
浄
水
器
を
販
売
し

た
な
ど
と
し
て
、
特
定
商
取
引
法
違
反
で
、
浄
水
器
等
製

造
販
売
会
社
「
エ
ム
ピ
ー
ジ
ー
」
（
東
京
都
）
と
同
社
の

県
内
代
理
店
「
ラ
イ
オ
ネ
ル
」
（
盛
岡
市
）
に
業
務
改
善

を
指
示
し
た
。 

  

県
に
よ
る
と
、
ラ
イ
オ
ネ
ル
の
勧
誘
員
は
平
成
１
７
年

ご
ろ
か
ら
、
会
員
勧
誘
の
目
的
な
ど
を
告
げ
ず
に
知
人
ら

を
集
め
「
水
道
水
が
ア
ル
カ
リ
性
に
変
わ
り
、
体
の
毒
が

体
外
に
出
る
」
と
う
そ
の
効
能
を
説
明
し
て
家
庭
用
浄
水

器
な
ど
を
販
売
し
た
と
い
う
。 

  

同
社
を
め
ぐ
っ
て
は
、
東
北
６
県
で
は
計
７
８
件
の
相

談
が
寄
せ
ら
れ
て
お
り
、
岩
手
県
で
は
３
３
件
（
総
額
約

１
５
０
０
万
円
）
の
契
約
が
確
認
さ
れ
て
い
る
。 

【
平
成
２
０
年
３
月
１
４
日 

産
経
ニ
ュ
ー
ス
】

  
 

 
 

 

連
鎖
販
売
取
引
（
マ
ル
チ
商
法
）
で
あ
る
こ
と
を
告
げ

ず
に
説
明
会
場
に
誘
導
し
、
家
庭
用
浄
水
器
な
ど
を
買
わ

せ
た
と
し
て
県
は
１
４
日
、「
エ
ム
ピ
ー
ジ
ー
」（
東
京
都

墨
田
区
）
と
、
同
社
代
理
店
「
ラ
イ
オ
ネ
ル
」（
盛
岡
市
）

に
、
業
務
改
善
を
求
め
る
指
示
処
分
（
特
定
商
取
引
法
）

と
勧
告
（
県
消
費
生
活
条
例
）
を
出
し
た
。
県
が
同
法
に

基
づ
い
て
連
鎖
販
売
業
者
に
行
政
処
分
を
出
す
の
は
、
東

北
で
初
め
て
。 

  

県
民
生
活
セ
ン
タ
ー
に
よ
る
と
、
同
社
の
勧
誘
員
は
０

５
年
度
以
降
、
盛
岡
市
な
ど
で
連
鎖
販
売
取
引
の
勧
誘
だ

と
告
げ
ず
に
知
人
や
友
人
を
説
明
会
場
に
誘
導
。
水
道
水

の
危
険
性
に
つ
い
て
の
実
験
や
ビ
デ
オ
鑑
賞
な
ど
を
行
い
、

健
康
不
安
を
あ
お
っ
て
同
社
製
品
を
買
わ
せ
て
い
た
。 

は

人

誘
員
が

れ

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

   

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

   

 

悪
質
業
者
対
策
を
大
幅
に
強
化
し
た
、
特
定
商
取
引
法

と
割
賦
販
売
法
の
改
正
案
が
、
３
月
７
日
に
閣
議
決
定
さ

れ
ま
し
た
。
今
国
会
に
提
出
さ
れ
て
、
２
０
０
９
年
の
施

行
を
目
指
し
て
い
ま
す
。 

 

規
制
対
象
を
原
則
す
べ
て
の
商
品
や
サ
ー
ビ
ス
に
拡
大

し
て
、
法
外
な
大
量
販
売
は
契
約
後
１
年
以
内
ま
で
は
、

解
約
で
き
る
よ
う
に
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、
契
約
を
取
り

消
し
た
場
合
、
信
販
会
社
に
す
で
に
支
払
っ
た
代
金
も
、

返
還
請
求
で
き
る
よ
う
な
り
ま
す
。 

 

 

訪
問
販
売
の
営
業
方
法
に
つ
い
て
は
「
①
勧
誘
を
受
け

る
か
ど
う
か
消
費
者
に
確
認
す
る
よ
う
努
め
る
②
断
ら
れ

た
ら
再
度
勧
誘
し
な
い
」
と
の
ル
ー
ル
を
明
記
。
う
そ
の

商
品
説
明
な
ど
へ
の
罰
則
も
、
懲
役
刑
を
現
行
の
「
２
年

以
下
」
か
ら
「
３
年
以
下
」
に
、
よ
り
厳
し
く
し
ま
し
た
。 

  

ク
ー
リ
ン
グ
オ
フ
の
対
象
外
で
あ
る
通
信
販
売
で
も
、

業
者
が
返
品
ル
ー
ル
を
広
告
な
ど
に
表
示
し
て
い
な
い
場

合
、
契
約
後
８
日
以
内
な
ら
返
品
可
能
と
し
て
い
ま
す
。 

  

被
害
の
対
象
と
な
る
商
品
の
中
に
は
、
残
念
な
こ
と
で

す
が
浄
水
器
の
名
前
が
時
々
で
て
き
ま
す
。
信
販
会
社
も

今
回
の
改
正
を
見
据
え
て
、
ク
レ
ー
ム
の
多
い
商
品
や
会

社
の
契
約
を
認
め
な
い
よ
う
に
な
っ
て
い
ま
す
。 

 
 

 

弊
社
で
は
ク
ー
リ
ン
グ
オ
フ
の
発
生
も
皆
無
で
、
信
販

会
社
と
の
契
約
も
既
存
の
ま
ま
で
す
が
、
す
で
に
契
約
を

打
ち
切
ら
れ
た
会
社
が
多
数
で
て
い
ま
す
。 

 

こ
れ
か
ら
も
、
問
題
に
な
る
よ
う
な
商
品
や
営
業
と
は

一
線
を
画
し
て
、
正
し
い
説
明
と
法
令
遵
守
を
心
が
け
て

い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。 

県
内
に
は
約
１
２
０
人
の
勧
誘
員
が
い
る
と
さ
れ
る
。 

  

同
セ
ン
タ
ー
に
寄
せ
ら
れ
た
エ
ム
ピ
ー
ジ
ー
関
連
の
相

談
件
数
は
５
３
件
。
被
害
者
に
は
中
年
女
性
が
多
く
、
被

害
金
額
は
１
人
当
た
り
最
大
で
２
０
０
万
円
に
上
る
と
い

う
。
連
鎖
販
売
は
友
人
や
知
人
を
通
じ
て
勧
誘
す
る
場
合

が
ほ
と
ん
ど
。
人
間
関
係
が
悪
化
す
る
の
を
恐
れ
て
外
部

へ
の
相
談
を
た
め
ら
う
ケ
ー
ス
が
多
く
、
行
政
処
分
に
必

要
な
証
言
は
集
ま
り
に
く
い
と
い
う
。 

【
念
佛
明
奈
】

【
平
成
２
０
年
３
月
１
５
日
毎
日
新
聞
】

   

‥｢

水
道
管
が
爆
発
す
る｣

な
ど
と
ウ
ソ
を
言
っ
て
、
不
安

を
煽
っ
て
い
ま
し
た
。
水
道
管
の
サ
ビ
を
防
止
す
る
な
ど

と
謳
っ
た
高
額
な
商
品
を
訪
問
販
売
で
売
り
つ
け
て
い
た

札
幌
の
業
者
に
対
し
、
道
は
、
会
社
名
を
公
表
し
て
、
業

務
の
改
善
を
指
示
し
ま
し
た
。 

 

処
分
を
受
け
た
の
は
、
札
幌
市
中
央
区
の
訪
問
販
売
業

者｢
Ｓ
Ａ
Ｋ
Ｕ
Ｒ
Ａ｣

で
す
。
道
に
よ
り
ま
す
と
、
Ｓ
Ａ
Ｋ

Ｕ
Ｒ
Ａ
は
浄
水
器
を
付
け
て
い
る
住
宅
を
訪
問
し｢

取
付

け
部
分
に
錆
が
つ
い
て
い
る
。
放
っ
て
お
い
た
ら
水
道
管

に
圧
力
が
か
か
っ
て
爆
発
す
る｣

な
ど
と
ウ
ソ
を
言
っ
て
、

１
台
３
０
万
円
も
す
る｢

磁
気
活
水
器｣

を
売
り
つ
け
て
い

ま
し
た
。 

 

こ
の
磁
気
活
水
器
は
、｢

ラ
イ
フ
フ
ィ
ル
タ
ー
磁
気
シ

ス
テ
ム｣

と
い
う
商
品
名
で
、
そ
の
効
果
な
ど
に
つ
い
て

道
は
、
Ｓ
Ａ
Ｋ
Ｕ
Ｒ
Ａ
に
対
し
、
科
学
的
根
拠
を
示
す
よ

う
求
め
て
い
ま
し
た
が
、
返
答
は
な
か
っ
た
と
い
う
こ
と

で
す
。 

Ｓ
Ａ
Ｋ
Ｕ
Ｒ
Ａ
に
つ
い
て
は
、
こ
れ
ま
で
に
も
３
０
０

件
近
い
相
談
が
寄
せ
ら
れ
て
い
て
、
そ
の
被
害
者
の
ほ
と

ん
ど
は
、
６
５
歳
以
上
の
お
年
寄
り
で
し
た
。
札
幌
テ
レ
ビ

【
平
成
２
０
年
年
３
月
１
８
日 

ど
さ
ん
こ
ワ
イ
ド
１
８
０
】

特特
定定
商商
取取
引引
法法
がが
改改
正正
ささ
れれ
まま
すす  
浄
水
器
販
売
業
者
に
改
善
指
示 

岩
手
県 

行
政
処
分
・県
、
浄
水
器
な
ど
販
売
の 

マ
ル
チ
業
者
を 

 
 
 

東
北
初
／
岩
手
県 

｢

水
道
管
が
爆
発｣

悪
質
業
者
を
処
分 


